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最新更新日 2015/04/24

会陽の起源への挑戦・経過報告

HPを公開する前は写真展にて情報公開していました.。写真展を紹介する新聞記事です。

平成 6年(1994年)4月 19日・「”しんぎ”の起源はやなぎ」・岡山日日新聞
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平成 6年 5月・「宝木 昔はヤナギ」・マイタウン西大寺・山陽新聞西大寺販売店会発行
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平成 6年(1996年)9月・「卒業生の近況」・ＭＯＨＡＲＡ第 46号

金沢工業高等専門学校発行
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平成 7年(1995年)11月 14日・「心木（宝木）研究に情熱」・岡山日日新聞
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平成 7年 12月 4日・「心木探しています」・岡山日日新聞
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平成 7年 12月・「宝木 昔はヤナギ」・マイタウン西大寺・山陽新聞西大寺販売店会発行

平成 7年 12月 5日 山陽新聞 情報ひろば

写真展 たから木伝説

29日まで岡山市本町 三菱信託銀行岡山支店ロビー

西大寺会陽の宝木(しんぎ)のさまざまな種類を紹介

平成７年 12月 9日「岡山民俗学会・ 12月定例研究発表会」にて発表

演題 「仏教医学における柳について・備前西大寺会陽を題材として」

要点は、備前西大寺会陽の起源について調査研究したとこ ろ、「仏典・漢方・薬用生薬学の研究」にな

ってしまいました.。「仏教の智恵について学びたい」というものです。
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平成 7年 12月１1日・「西大寺会陽知って」・山陽新聞
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平成 7年 12月１5日・「会陽研究の成果を岡山民俗学会で報告」・岡山日日新聞

平成 8年１月 19日 山口県玖珂群周東町 極楽寺住職様 来岡

写真展最終日の平成 8年１月 19日に、山口県玖珂群周東町より太田黒晃徳 極楽寺住職様、南谷多賀

男 周東町教育委員会社会教育課長様、 吉山美夫 周東町文化財審議委員会会長様においでいただき

ました。

1440年の「備前国西大寺勧進帳」に「皆足の妻」とあり、大領秦皆足朝臣が建立した極楽寺住職様に 二

つの寺院は「夫婦寺」と報告したからです。
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平成 8年 1月 27日 「こころといのちを考える会・岡山・１月度定例学習会」

演題 「仏教医学における柳について・備前西大寺会陽を題材として」

岡山市磨屋町 光珍寺 午後2時～3時半

「会陽の起源」については、調査記録も研究論文もありません。私は会陽で奪い合う「シンギと枝牛玉」

の「材質と形状を比較分析」することにより、シンギと枝牛玉の「奪い合うだけの宗教的価値」を探求

し、同時に「会陽の起源」を 探求しました。最初に何処かの誰かが、会陽と言う行事を発案して、他

はそれを真似たわけです。そして、そこに各寺社独自なアイデアを追加しました。「工夫と改善」です。

一番素朴な形態の寺社が、会陽の発祥地となります。シンギは「心木・真木・神木・信木・宝木」と書

かれています。私は、「シンギと枝牛玉の材質と形状」にこだわります。しかし、シンギは加工材です。

木の細胞を採取し、顕微鏡で覗かないと木の種類は特定できません。社寺の伝承・葉の形状等により記

載しております。

平成 8年(1996年)9月 14日・「納豆博士の食養生・アスピリンを食べる」

岡山リビング新聞社



10

「納豆博士の食養生」須見洋行 1997年 7月 10日発行 岡山リビング新聞社

須見洋行先生 倉敷芸術科学大学教授 医学博士 専門は血栓症の研究

通産省外郭団体 JTTAS天然物・生理機能素材研究委員会会長

平成 18年 06月 04日 岡山県立図書館電子図書館システム 「デジタル岡山大百科」

『「会陽」って何だろう』を公開

「宝木」を何と読んでいたのだろう

「昭和6年の西大寺観音院 祝主資料」

四天王寺どやどや（大阪府）・黒石寺蘇民祭（岩手県）

箟峯寺蘇民祭（宮城県）・大山祇神社生土祭（愛媛県）
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平成 19年 2月 6日 知研岡山 2月度講演会

「薬用植物学による神木(宝木)の解析」

相澤泰憲様(岡山商科大学)から、「何故、奪い合うのか」と、経営学の「仮説思考」についての質問を

戴きました。私は、歴史学・民俗学の研究者ではありません。ISO9001(品質経営)の指導をしており製

造工場における品質管理の専門家です。製造工場における「品質管理の手法」を郷土史研究に応用して

おります。

「研究手法の公開」から話を始めました。岡山県立図書館の公開テーマ「会陽って何だろう」では、忙

しい現役の皆様には、興味・関心は持っていただけないと思います。その理由は、山陽新聞等によって

皆様は「会陽」について「自分なりの結論をだしている」からです。「会陽について、新しい話なんて

ありえない」、つまり、「時間のムダ」との結論です。 現役の皆様に、仕事に参考になるような話から

始めたいと思います。最近、経営学で「仮設思考」がブームになっております。「問題発見・解決の発

想法」です。私が、郷土史研究に応用している「品質管理の手法」は、「仮設思考の具体的な使用例、

応用例」ではないかと考えます。「仮説思考」とは、情報が不十分だったり、分析が進んでいない段階

で、先に自分の「仮の答え」を持つという考え方です。結論を先に考え問題の全体像を素早くつかみ、

正しい解決策を効率よく導き出す手法です。重要なことは、早く仮説を立てる「スピード」を重視する

ことです。決断を早くすることにより先見性が養われ、限られた時間を重要な問題の検証にあてられま

す。その結果、仕事の質も高まります。

本日の演題「薬用植物学による神木(宝木)の解析」の講演から、「どうすれば早く良い仮説を立てられ

るか」、「仮説が正しいかどうかを、どう検証すれば良いのか」を、体感していただければ幸いです。日

本人はあらかじめ問題点がはっきりしている場合には対処できますが、自ら問題を発見する能力が弱い

と言われます。自らの行動を見直すきっかけになる話をしたいと思います。「最も重要なデータ」は何

か。重要なのは「仮の答え」「仮の結論」です。「常に仮の答えを持ちながら、全体像を見据える習慣」

を仮説思考と呼びます。 クレーム原因を調査する「品質管理の手法」を郷土史研究に応用しています。

２時間 30分の講演になってしまいました。
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平成 19年 3月 31日『岡山県の会陽の習俗』総合調査報告書 岡山県教育委員会

平成 19年は私の研究『会陽の起源への挑戦』にとって重要な記念すべき年でした。16年間にわたる

孤独な研究活動が公的に認められたからです。参考文献として「宝木伝説・ 2006年」とデジタル岡山

大百科「会陽って何だろう」が収録されました。

岡山県教育委員会文化財課が調査に入る前に、岡山県内の会陽のシンギ、30箇所の写真撮影が終了し、

県立図書館のデジタル岡山大百科の｢会陽って何だろう｣に、28箇所を公開しました。目標は｢会陽情報｣

のデータベース化です。正確な生情報を研究者や岡山県民に公開することに意義があると考えます。

平成 20年(2008年)2月 10日『会陽 」起源はどこ』朝日新聞 岡山 版
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平成 20年 2月 13日 岡山県立図書館 デジタル岡山大百科活用講座 講演

『会陽の起源への挑戦』 17 年目の中間報告

「会陽の起源へ挑戦」 スライド

岡山県立図書館の依頼により、「会陽ってなんだろう・17年目の中間報告」という演題で 2時間講演

致しました。71人のお客様においで戴きました。メディア協力課の福田左千夫様より「参加者全員に講

演内容から何か一つは持って帰ってもらいたい。」としてテーマ選定依頼があり、① シンギの層別(種

類)と② 研究開始の動機を説明しました。

県立図書館の配慮で発表資料を配布して戴き、分かりやすく説明することができました。

特に、① 牛玉宝印紙の密教における飲み方の実験を公開しました。公開実験により、密教について皆

様に納得戴けました。② 御香のブレンド実験の内容を詳細に報告し、御香の匂いをかいで戴きました。

インターネットで伝達できないものに「匂い」があります。「シンギに使用する香の配合実験」を 1ヶ

月前の平成 18年 12月 13日に 1対 1にブレンドしました。修正会の 1週間で香りが強くなりました。

参加者にお香の香りを嗅いでいただきました。

平成 20年(2008年)5月 18日 『眞木と宝木 昭和 6年 祝主資料の紹介』

日本共産党講演会ニュース「しじみ 第 113号」


